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Ⅰ 令和３年度一般会計決算概要  

 

令和３年度における当組合一般会計の決算は、前年度の決算と比べ歳出は  

７，３９８万円の減であった。これは、消防広域化に伴う消防車両更新事業によ

るものが主な理由である。  

歳出の主な内容としては、人件費が歳出額の７５．４％を占めた。投資的経費

では、普通建設事業費において高規格救急自動車更新等の事業を行ったが、前年

度に対して１億２，２２２万円の減となった。これは、前年度の消防自動車更新

事業により、大型消防自動車を更新したことによるものである。  

総務管理費では、令和３年２月１３日に発生した福島県沖地震により被害を受

けた岩沼消防署の災害復旧工事及び岩沼消防署防水工事を行った。また、亘理消

防署山元分署の耐震診断業務委託事業及び亘理消防署山元分署の改築・修繕計画

策定業務委託事業を行った。  

葬祭業務では、亘理葬祭場の１・２号火葬炉の主燃焼炉セラミック修繕及び３

号火葬炉の燃焼コーン等改修工事を行い、火葬炉設備の保全管理に努めた。  

消防業務では、消防広域化車両更新計画に基づき、岩沼消防署高規格救急自動

車、亘理消防署指揮車及び亘理消防署連絡車を更新し、消防体制の充実強化を図

り、地域住民の負託にこたえられるよう整備を行った。  

 

１ 決算収支                       

令和３年度決算規模は、一般会計歳入歳出予算総額１２億５，９９４万８千円

に対し、歳入決算額１２億６，０３６万円（対前年度比９４．４％）、歳出決算

額１２億３，７４５万９千円（対前年度比９４．４％）、歳入歳出差引額は   

２，２９０万１千円となった。 

実質収支は、歳入歳出差引額と同じ２，２９０万１千円となり、そのうち、地

方自治法第２３３条の２の規定により、２，１９０万１千円を財政調整基金へ積

み立て、１００万円を令和４年度に繰り越すこととした。 

（単位：千円） 
 

区 分 

 

 

歳入総額 

 

(A) 

 

歳出総額 

 

(B) 

 

歳入歳出 

差 引 額 

(A)－(B) 

(C) 

 

翌年度に繰り

越すべき財源 

(D) 

 

実質収支 

(C)－(D) 

(E) 

 

歳計剰余金

積立 

 

純繰越金 

 

 

令 和 ３ 年 度 1,260,360 1,237,459 22,901 0 22,901 21,901 1,000 

令 和 ２ 年 度 1,334,464 1,311,439 23,025 0 23,025 22,024 1,001 
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Ⅱ 令和３年度款別決算表 

１ 歳  入 

   （単位：円・％） 

科   目 予算現額 調 定 額 収 入 済 額 
不 納 

欠損額 

収 入 

未済額 

予 算 額 に 

対する収入 

増 減 額 

収 入 割 合（％） 

予算率 調定率 構成比 

1 分 担 金 
及び負担金 

1,195,061,000 1,195,061,720 1,195,061,720 0 0 720 100.0 100.0 94.8 

2 使 用 料 
及び手数料 

2,330,000 2,505,900 2,505,900 0 0 175,900 107.5 100.0 0.2 

3 県支出金 11,305,000 11,387,193 11,387,193 0 0 82,193 100.7 100.0 0.9 

4 財産収入 1,000 804 804 0 0 △196 80.4 100.0 0.0 

5 繰 入 金 16,040,000 16,040,000 16,040,000 0 0 0 100.0 100.0 1.3 

6 繰 越 金 1,000,000 1,000,683 1,000,683 0 0 683 100.1 100.0 0.1 

7 諸 収 入 3,111,000 3,264,314 3,264,314 0 0 153,314 104.9 100.0 0.2 

8 組 合 債 31,100,000 31,100,000 31,100,000 0 0 0 100.0 100.0 2.5 

合   計 1,259,948,000 1,260,360,614 1,260,360,614 0 0 412,614 100.0 100.0 100.0 

 

 

２ 歳  出 

      （単位：円・％） 

科    目 予 算 現 額 支 出 済 額 不 用 額 
執行割合

（％） 

構成比

（％） 

1 議 会 費 1,157,000 802,097 354,903 69.3 0.1 

2 総 務 費 94,750,000 93,703,943 1,046,057 98.9 7.6 

3 衛 生 費 28,308,000 26,605,899 1,702,101 94.0 2.1 

4 消 防 費 1,024,686,000 1,006,387,774 18,298,226 98.2 81.3 

5 公 債 費 110,047,000 109,959,616 87,384 99.9 8.9 

6 予 備 費 1,000,000 0 1,000,000 0.0 0.0 

合    計 1,259,948,000 1,237,459,329 22,488,671 98.2 100.0 
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Ⅲ 四半期ごとの収支及び予算執行状況 

１ 歳   入 

 （単位：円・％） 

区  分 
第１・四半期  

（４～６月 ) 

第２・四半期  

(７～９月 ) 

第３・四半期  

(１０～１２月 ) 

第４・四半期  

(１～３月 ) 

出 納 整 理 

期     間 
合   計  

予 算 額 1,267,951,000 1,273,121,000 1,275,819,000 1,259,948,000 1,259,948,000  

1 
分 担 金 

及び負担金 
603,086,860 0 603,077,860 0 △11,103,000 1,195,061,720 

2 
使 用 料 

及び手 数 料 
543,450 507,550 704,700 718,800 31,400 2,505,900 

3 県 支 出 金 60,000 433,388 60,000 716,365 10,117,440 11,387,193 

4 財 産 収 入 0 0 0 804 0 804 

5 繰 入 金 0 0 0 16,040,000 0 16,040,000 

6 繰 越 金 1,000,683 0 0 0 0 1,000,683 

7 諸 収 入 150,179 2,470,442 287,482 277,472 78,739 3,264,314 

8 組 合 債 0 0 0 31,100,000 0 31,100,000 

合   計 604,841,172 3,411,380 604,130,042 48,853,441 △875,421 1,260,360,614 

歳入累計（A）  604,841,172 608,252,552 1,212,382,594 1,261,236,035 1,260,360,614   

予 算 に 対 する 
収入割合(％) 

47.7 47.8 95.0 100.1 100.0  

 

２ 歳   出 

（単位：円・％） 

 

区   分  
第１・四半期  

（４～６月 ) 

第２・四半期  

(７～９月 ) 

第３・四半期  

(１０～１２月 ) 

第４・四半期  

(１～３月 ) 

出 納 整 理 

期    間 
合   計  

予 算 額 1,267,951,000 1,273,121,000 1,275,819,000 1,259,948,000 1,259,948,000  

1 議 会 費 0 202,000 241,600 14,897 343,600 802,097 

2 総 務 費 19,936,022 15,604,359 27,762,936 15,874,013 14,526,613 93,703,943 

3 衛 生 費 6,293,938 8,197,569 6,436,078 4,629,308 1,049,006 26,605,899 

4 消 防 費 277,312,250 186,492,800 283,080,208 194,306,752 65,195,764 1,006,387,774 

5 公 債 費 0 54,973,983 0 54,985,633 0 109,959,616 

6 予 備 費 0 0 0 0 0 0 

合   計 303,542,210 265,470,711 317,520,822 269,810,603 81,114,983 1,237,459,329 

歳 出 累 計（Ｂ）  303,542,210 569,012,921 886,533,743 1,156,344,346 1,237,459,329   

予 算 執 行 
割 合 （ ％ ） 

23.9 44.7 69.5 91.8 98.2  

公金現在高  
(Ａ ) －  (Ｂ ) 

301,298,962 39,239,631 325,848,851 104,891,689 22,901,285   
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Ⅳ 性質別歳出内訳表 
（単位：千円・％） 

区  分 

令和３年度 令和２年度 

決 算 額 
構 成 比 

（％） 

前年比較 

増 減 額 

前年対比 

（％） 
決 算 額 

構 成 比 

（％） 

前年比較 

増 減 額 

前年対比 

（％） 

義務的経費 1,052,891 85.1 67,644 106.9 985,247 75.1 37,828 104.0 

  人 件 費 933,356 75.4 △27,152 97.2 960,508 73.2 37,399 104.1 

  扶 助 費 9,575 0.8 285 103.1 9,290 0.7 440 105.0 

  公 債 費 109,960 8.9 94,511 711.8 15,449 1.2 △11 99.9 

投資的経費 48,390 3.9 △122,220 28.4 170,610 13.0 △422,873 28.7 

  
普通建設

事 業 費 
48,390 3.9 △122,220 28.4 170,610 13.0 △422,873 28.7 

  
うち補助 

事業費 
0 0.0 0 0 0.0 0 0.0 0.0 

  
うち単独 

事業費 
48,390 3.9 △122,220 28.4 170,610 13.0 △422,873 28.7 

その他の経費 136,178 11.0 △19,404 87.5 155,582 11.9 9,329 106.4 

  物 件 費 108,255 8.8 △3,248 97.1 111,503 8.5 △16,759 86.9 

  補助費等 16,576 1.3 5,960 156.1 10,616 0.8 456 104.5 

  積 立 金 1 0.0 △2 33.3 3 0.0 △1 75.0 

  
維 持 

補 修 費 
11,346 0.9 △22,114 33.9 33,460 2.6 25,633 427.5 

合  計 1,237,459 100.0 △73,980 94.4 1,311,439 100.0 △375,716 77.7 

 

 

 

Ⅴ 地方債現在高調 

（単位：千円） 

  

区   分  
令 和 ２ 年 度 末  

現   在   高 

令 和 ３ 年 度  

借   入   額 

令 和 ３ 年 度  

償 還 元 金 額 
差引現在高 

組 合 債 786,328 31,100 109,882 707,546 

合    計 786,328 31,100 109,882 707,546 
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令和３年度 亘理地区行政事務組合一般会計決算額 

 

  

   

 

  

     

   

   

  

  

  

  

  

 

  

  

  

 

  

 

 

 

  

 

議会費 802 (0.1%)

総務費 93,704 (7.6%)

衛生費

26,606 

(2.1%)

消防費

1,006,388 

(81.3%)

公債費 109,959 (8.9%)

予備費 0 (0.0%)

【歳 出】

歳出決算額

1,237,459

（千円）

分担金及び負担金

1,195,062 (94.8%)

使用料及び手数料

2,506 (0.2%)

財産収入 1 (0.0%)

繰入金 16,040 (1.3%)

繰越金 1,001 (0.1%)

諸収入 3,264 （0.2%）

県支出金 11,387 (0.9%)

組合債 31,100 (2.5%)

自主財源

1,217,874 

(96.6%)

依存財源

42,487 

(3.4%)

【歳 入】

歳入決算額

1,260,361

（千円）

亘理町(衛生費)

16,477 (1.4%)

山元町(衛生費)

8,323 (1.4%)

亘理町(消防費)

467,488 (39.3%)

山元町(消防費)

222,559 (18.6%)

岩沼市(消防費)

475,891 (40.0%)

衛生費分担金

24,800 

(2.1%)

消防費分担金

1,165,938 

(97.9%)

【分担金の割合】

構成市町

分担金

1,190,738

（千円）

人件費

933,356

(75.4%)

扶助費 9,575 (0.8%)

公債費 109,960 (8.9%)

普通建設事業費

48,390 (3.9%)

物件費 108,255（8.8%）

補助費等 16,576 (1.3%)

積立金 1 (0.0%)

維持補修費 11,346 (0.9%)

義務的経費

1,052,891

(85.1%)

投資的経費

48,390 (3.9%)

その他の経費

136,178

(11.0%)

【性質別決算内訳】

歳出決算額

1,237,459

（千円）
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項目及び 

決算額 

（単位：千円） 

事 業 の 執 行 状 況 

  

 

 

 

 

 

Ⅵ 一般会計の状況 

 

 

 
（１） 定例会及び臨時会 

 議会の開催状況 
議 会 審 議 状 況 

管理者提出 議 員 提 出 

区 
 

 

分 

招

集

開

催 

会
期
延
日
数 

会
議
延
日
数 

審

議

件

数 

原

案

可

決 

修

正

可

決 

否

決 

撤

回 
審

議

件

数 

原

案

可

決 

修

正

可

決 

否

決 

撤

回 

定

例  
２  ２  ２  ７  ７          

臨

時  
１  １  １  ２  ２          

 

 

 

 

 

（１） 総務事業 

ア 職員の健康診査 

  職員の健康の保持増進を図った。 

健 診 名  受診者数  実 施 日  備考  

定期健診  

(Ｂ型・Ｃ型肝炎抗体検査）  

１０５人  

（９８人）  

6 月 21，22 日  

７月 3 日  

 

 

人間ドック 

(Ｂ型・Ｃ型肝炎抗体検査）  

２８人  

（１７人）  

6月 1，2，3，4，5，9日  

6 月 22 日  

共済組合  

助成事業  

脳ドック ８人  
6 月 28，29，30 日  

７月 1，2，8，9 日  

  

 

 

 

 

 

 

２款  

総務費  

９３，７０４  

 

１  総務管理  

の状況  

９３，６2４  

 

１款  

議会費  

802 

１  議会の状況  

802 
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項目及び 

決算額 

（単位：千円） 

事 業 の 執 行 状 況 

  

 

 

 

 

 

 

 

イ 職員研修 

質の高い行政サービスを提供するため、職員育成を目的とし

各種研修を２１人に受講させた。 

 

研 修 名 受講者数 場  所 備考 

条例・規則作成研修 ４人 県市町村職員研修所  

一般職員研修Ⅱ ２人 〃  

管理者研修Ⅰ ２人 〃  

タイムマネジメント研修 １人 〃  

クレーム対応研修 ２人 〃  

ハラスメント防止指導研修 ２人 〃  

契約事務研修  １人 〃  

コミュニケーション研修  １人 〃  

コーチングスキル講座 １人 〃  

マスメディア対応コース ２人 〃  

危機管理コース ２人 〃  

ラインケア基礎研修 １人 宮城県合同庁舎 管理監督者対象  

 

ウ 組合ホームページ 

 組合議会、行財政の状況並びに消防及び葬祭業務に関する情

報等について、インターネットの持つ広域性、即時性及び双方

向性を最大限に活用し、組合の最新情報を積極的に提供した。 

 

エ 職員不祥事防止研修会  

 パワハラとアンガーマネジメントの題目で職員一人ひとりが、

不祥事防止に対する知識を身に付け、良好な職場環境を築くこ

とを目的に、職員不祥事防止研修会を開催した。 

講  師：あぶくま消防本部 小野次長 

開催日程 

【岩沼開催】令和３年１１月３０日、１２月１日 

       ９時～１０時３０分 

【亘理開催】令和３年１２月２日、３日 

       ９時～１０時３０分 

 

オ 岩沼消防署災害復旧工事 

     令和３年２月１３日に発生した福島沖地震により被害を受け

た岩沼消防署の災害復旧に係る工事を行った。 

 

カ 岩沼消防署防水工事 

     岩沼消防署庁舎東面、北面のサッシ廻り全面シーリング打ち 

替え、及び南側屋上の柱廻りシーリング打ち替え・防錆塗装に 

よる防水工事を行った。 
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項目及び 

決算額 

（単位：千円） 

事 業 の 執 行 状 況 

  

 

 

 

 

 

 

 

キ 山元分署庁舎耐震診断業務委託事業 

  亘理消防署山元分署庁舎の耐震性能の判定を行うため、耐震 

診断業務を 

委託した。 

 

ク 山元分署改築・修繕計画策定業務委託事業 

 亘理消防署山元分署庁舎の長期修繕計画策定並びに同等規模

の新築建物を計画した場合の概算工事費及び長期保全計画の作

成を委託した。 

 

       

（２） 主な支出 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

最少の経費で最大の効果を上げるように事務・事業が執り行われ

ているか、公正な視点で監査及び審査を行った。 

 ア 令和２年度亘理地区行政事務組合一般会計決算の審査 

 イ 令和３年度一般会計歳入歳出予算に関する事務の執行及び事

業の監査 

 

 

 

  

 （単位：円）  

山元分署庁舎耐震診断業務委託料  ３，６３０，０００  

岩沼消防署災害復旧工事 ３，２９６，７００  

岩沼消防署防水工事  ２，６１４，７００  

給与計算事務委託料 ２，２９２，４００  

職員健康診断業務委託料 １，８７３，９８２  

財務書類作成支援業務委託料 １，６５０，０００  

例規集更新業務委託料 １，３２０，０００  

業務用ＰＣ及びプリンター賃借料   １，１５０，４５２  

複合印刷機賃借料（亘理） １，０６０，１２８  

山元分署改築・修繕計画策定業務委託料 １，０４５，０００  

 

広域運営費  （単位：円）  

ﾌｧｲﾙｻｰﾊﾞｰｼｽﾃﾑ賃借料  ２，７２１，６００  

勤怠管理システム賃借料  １，４２２，９６０  

複合印刷機賃借料（岩沼）  １，０６０，１２８  

財務会計システム使用料  １，００３，２００  

区 分  一 般 監 査 決 算 審 査 そ の 他 

回   数  ２  １  ０  

所要日数  ２  １  ０  

２  監査委員  

の状況  

80 
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項目及び 

決算額 

（単位：千円） 

事 業 の 執 行 状 況 

  

 

 

 

 

 

（１） 葬祭場の管理状況 

遺族及び利用者に寄り添いながら故人の追悼ができるよう、環境

及び設備の整備等を行い施設保全に努めた。また、新型コロナウイ

ルス感染防止対策としてサーマルカメラを整備し、火葬参列者の人

数制限や換気の徹底を図り、業務を行った。 
   

葬祭場利用状況  （単位：件）  

区  分  R ３年度  R ２年度  増 減  

亘 理 町  ３９７  ３４５  ５２  

山 元 町  １９４  １７３  ２１  

他 の市町  ５０  ３７  １３  

合  計  ６４１  ５５５  ８６  

 

（２） 主な支出                 

                                          （単位：円） 

 

 

 

 

 

  

燃料費（重油：火葬燃料）  ３，３０３，５２０  

１・２号炉維持修繕工事及び３号炉燃焼コーン

改修工事  
２，３６５，０００  

３款  

衛生費  

２６，６０６  

 

１  葬祭場  

の状況  

２６，６０６  

 



 

- 10 - 

 

 

 

 
項目及び 

決算額 

（単位：千円） 

事 業 の 執 行 状 況 

  

 

 

 

 

 

 災害や事故の多様化及び大規模化、都市構造の複雑化、住民ニーズ

の多様化等の消防を取り巻く環境の変化に対応し、今まで以上住民が

安心して暮らせる地域づくりに署員一丸となり取り組んだ。 

 消防広域化車両更新計画に基づき、岩沼消防署に高度救命処置用資

器材を積載した高規格救急自動車、亘理消防署に指揮車及び連絡車を

配備し、さらに、より精度の高い気道確保を実施するため、高規格救

急自動車５台にビデオ喉頭鏡を整備した。 

また、新型コロナウイルス感染防止対策のため、サーマルカメラ、

飛沫防止パーテーションを臨時的に整備した。 

 

（１） 消防職員の研修状況 

ア 宮城県消防学校入校 

 消防業務に必要な知識を段階的に習得するための教育を受

講した。 

  今年度から、通信指令員教育講習が開始となり、通信指令 

員としてより高度な知識、技能の習得のため受講した。 

 

 

 
 

イ 救急救命士研修 

救急救命士は、常に一定水準以上の高度な救急技術を求め

られている。処置拡大として認可されたビデオ喉頭鏡の研修

を受講する等、より高水準かつ新しい技術の習得に努めた。

(５回、５名) 

 

ウ 救命救急研修所入所 

国家試験資格である救急救命士を養成するため、救急救命

東京研修所にて研修を受講させ、資格取得を成した。 

研修機関  教育訓練種別  入校者数  

救急救命東京研修所  救急救命士新規養成課程（前後期）  ２人  

 

 

 

 

 

 

教育訓練種別  入校者数  

初任総合教育（総合第２５期）  ４人  

幹部教育  中級幹部科（第３２期）  １人  

専科教育  

火災調査科（第１１期）  １人  

警防科（第９期）  １人  

予防査察科（第１０期）  １人  

特別養育  

救命士処置拡大講習  ５人  

救助隊員再教育講習  ２人  

通信指令員教育講習  ２人  

４款  

消防費  

   1,006,388 

 

 

 

 

１  消防事務  

の状況  

1,006,388 
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項目及び 

決算額 

（単位：千円） 

事 業 の 執 行 状 況 

  

 

 

 

 

 

エ 救急救命士の病院研修 

住民への質の高い病院前救護を提供するため、救急救命士

として必要な救急医療の知識、技術の維持・向上を目的に、指

定医療機関で研修を受けた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２） 消防職員の資格取得状況 

消防業務に必要とされる、各種資格の取得に努めた。 

資格種別 取得者数 

救急救命士 ２人 
二級小型船舶操縦士 ２人 
小型移動式クレーン運転技能講習 １人 

玉掛け技能講習 １人 

酸欠・硫化水素危険作業主任者技能講習 １人 

大型自動車運転免許 ３人 

予防技術資格者 １人 

 

 

（３） 消防職員の訓練状況 

ア 身近な災害対応への訓練 

消防を取り巻く社会情勢の変化に伴い、火災はもとより、交

通事故、水難事故、特殊災害等の災害の形態も複雑多様化し、

従来の消防活動に加えて、新たな知識、資機材及び消防戦略が

必要となっている。これらの災害を想定し、小隊単位、署単位

で警防・救助・救急訓練を計画的に実施した。 

 

イ 大規模災害に備えた訓練 

大規模災害発生時の応援及び受援体制等の各種訓練につい

てはコロナ禍により大半が中止となったが、本組合の非常災

害消防訓練は例年どおり実施し、災害対応力の維持に努めた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

指定医療機関  人数  

仙台市救急ステーション ４人  

イムス明理会仙台病院  ２人  

東北医科薬科大学病院  ２人  

宮城病院  ２人  
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項目及び 

決算額 

（単位：千円） 

事 業 の 執 行 状 況 

  

 

 

 

 

 

 

 

（４） 消防の諸活動 

ア 警防活動の状況 

(ア)  火災出動 

火災出動件数は２７件で、前年度と同数である。 

火災による損害額は、前年度は岩沼市で発生した大型倉  

庫火災の被害が甚大であり合計５，７６６，３３７千円に        

のぼったが、令和３年度は合計２６２，１０４千円である。 

 

(イ) 警戒出動 

警戒出動件数は４３件で、前年度より１４件減少した。 

 危険物の漏洩事故等の件数が、令和２年度は２３件、令

和３年度は２８件と増加した。 

出動件数減少の要因として最も考えられるのは大雨、

強風、地震等の自然災害に対する出動数が減少したこと

である。 

 

 

 

 

 

名  称  月 日  参加者数  実施主体 

非常災害消防訓練   ６月１４日 １２６人 亘理地区行政事務組合 

水防技術講習会   中止 - 
名取川・阿武隈川下流 

洪水予報・水防・災害 

情報連絡会 

宮城県９.１防災訓練   中止 - 宮城県・栗原市 

山元町総合防災訓練 １０月３１日 参加なし 山元町 

岩沼市総合防災訓練 ７月４日 参加なし 岩沼市 

亘理町総合防災訓練 中止 - 亘理町 

県消防救助技術指導会 ６月１０日 １１人 県消防長会 

県消防協会名取・亘理

地区支部水防訓練 
中止 - 

県消防協会 

名取・亘理地区支部 

火災の種別  
出 動 件 数 

増減  Ｒ３年度の主な出火原因  
Ｒ３年度  Ｒ２年度  

建物火災 １６  １４  ２  ストーブ、配線器具  

車両火災 ２  ２  ０  
電気機器、電灯・電話等の

配線  

林野火災 ０  ０  ０   

そ の 他 ９  １１  △２  放火  

計  ２７  ２７  ０   
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項目及び 

決算額 

（単位：千円） 

事 業 の 執 行 状 況 

  

 

 

 

 

 

(ウ) 偵察出動 

   偵察出動件数は１２５件で、前年度より１９件増加し

た。 

自動火災報知設備の誤作動や焼却行為による煙の発生 

       に対する偵察出動が主であり増加傾向にある。 

(エ) 地水利調査 

地水利調査は、消防活動に重要な意義をもつものである

ことから、毎月計画的に管内の地理、消火栓、防火水槽、

河川、池、沼等を実際に調査し、現状把握に努めた。 

 

イ 救急・救助活動の状況 

(ア) 救急出動 

救急出動件数は４，３６７件で、前年度より３７６件増

加した。 

①    救急出動及び搬送人員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②   事故の種別         （単位：件） 

区 分 Ｒ３年度 Ｒ２年度 増 減 

急 病 ２，７５３  ２，４７５  ２７８  

一般負傷 ５６５  ５０４  ６１  

転 院 ６７９  ６３２  ４７  

交通事故 ２２９  ２３３  △４  

そ の 他 １４１  １４７  △６  

計 ４，３６７  ３，９９１  ３７６  

           

③  地域別医療機関搬送人員              （単位：人） 

区  分 Ｒ３年度 Ｒ２年度 増 減 

管
内 

岩 沼 市 １，６３８  １，４６７  １７１  

亘理・山元町 ２２４  ２７７  △５３  

小  計 １，８６２  １，７４４  １１８  

管 

外 

仙 台 市 １，７７６  １，６２９  １４７  

名 取 市 ７２  ６５  ７  

そ の 他 ２６１  ２４４  １７  

小  計 ２，１０９  １，９３８  １７１  

合   計 ３，９７１  ３，６８２  ２８９  

 

 

区 分 
Ｒ３年度 Ｒ２年度 増 減 

件 数 人 数 件 数 人 数 件 数 人 数 

岩 沼 市 ２，１５６  ２，０００  １，９６２  １，８２２  １９４  １７８  

亘 理 町 １，５０１  １，３２５  １，３６２  １，２３５  １３９  ９０  

山 元 町 ７０３  ６４１  ６５７  ６１６  ４６  ２５  

管  外 ７  ５  １０  ９  △３  △４  

計 ４，３６７  ３，９７１  ３，９９１  ３，６８２  ３７６  ２８９  
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項目及び 

決算額 

（単位：千円） 

事 業 の 執 行 状 況 

  

 

 

 

 

 

(イ) 救助出動 

救助出動件数は４０件で、前年度より１０件減少したも

のの、水難事故の件数が増加した。 

 

 

ウ  応急手当等の指導 

前年度はコロナ禍により開催を自粛した期間があったが、

令和３年度は感染予防対策を徹底して開催したため、受講者

数は増加した。 

 

 

 

 

 

 

エ ドクターヘリの運用状況 

宮城県ドクターヘリでの救急搬送件数は、１８件となり、 

前年度より１４件減少した。 

急病、交通事故等で生命の危険が切迫している傷病者に救急

の専門医師及び看護師が救急現場で早期治療を開始できるこ

とから救急救命に大きく寄与している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

区 分 
Ｒ３年度 Ｒ２年度 増 減 

件 数 人 数 件 数 人 数 件 数 人 数 

火 災 ０  ０  １  １  △１  △１  

交通事故 １７  ８  ２４  １７  △７  △９  

水難事故 ４  ２  １  １  ３  １  

風水害等自然災害事故 ０  ０  １  １  △１  △１  

機 械 に よ る 事 故 １  １  ３  ２  △２  △１  

建 物 等 に よ る 事 故 １１  ８  １３  １０  △２  △２  

ガ ス 及 び 酸 欠 事 故 １  １  ２  ３  △１  △２  

そ の 他 ６  ６  ５  ３  ０  ３  

計 ４０  ２６  ５０  ３８  △１０  △12 

区 分 
Ｒ３年度 Ｒ２年度 増 減 

回数 受講者数 回数 受講者数 回数 受講者数 

普通救命講習会 ３０  ３４３  ２８  ２１５  ２  １２８  

上級救命講習会 ０  ０  １  ３  △１  △３  

一般救命講習会 ４４  １，００２  ２４  ５１３  ２０  ４８９  

計 ７４  １，３４５  ５３  ７３１  ２１  ６１４  
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項目及び 

決算額 

（単位：千円） 

事 業 の 執 行 状 況 

  

 

 

 

 

 

 

（５） 予防活動の状況 

平成３０年４月１日より違反対象物の公表制度が開始された

ことに伴い、違反対象物の立入検査を重点的に実施し、是正に努

めた。また、住宅用火災警報器の設置、維持管理、更新時期等に

ついて、各市町広報紙、ホームページへの掲載、啓発用チラシを

配布する等により普及促進活動に取り組んだ。 

 

ア 防火対象物等の査察状況 

学校・工場・病院等の防火対象物及び危険物施設を立入検査

し、災害発生防止の指導を行った。コロナ禍のため査察が実施

できない期間があり、査察件数は減少した。 

 

イ  建築確認同意事務の状況 

消防法第７条による建築確認同意について、消防法令に基づ

き審査を行い、適正な処理を行った。 

 

 

ウ 危険物取扱事務の状況 

危険物の規制に関する関係法令等の規定に基づき、書類審

査及び施設検査を行った。                             

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  （単位：件） 

区 分 
Ｒ３年度 

施設総数 

立入検査実施件数 

Ｒ３年度 Ｒ２年度 増 減 

防火対象物 ２，４２６  ２７７  ４８２  △２０５  

危険物施設 ３６８  １０３  １６０  △５７  

計 ２，７９６  ３０８  ６４２  △３３４  

   （単位：件）  

区 分  Ｒ３年度  Ｒ２年度  増 減  

建築確認同意 １３２  １０３  ２９  

   （単位：件）  

区 分  Ｒ３年度  Ｒ２年度  増 減  

設置及び変更許可  ２１  ３５  △１４  

完成検査及び水張検査  ２５  ３３  △８  

仮使用承認  １６  ２４  △８  

計  ６２  ９２  △３０  
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項目及び 

決算額 

（単位：千円） 

事 業 の 執 行 状 況 

  

 

 

 

 

 

エ 予防広報活動 

火災予防運動期間中に婦人防火クラブ員による巡回広報を

実施した。防火チラシの配布等の街頭広報についてはコロナ

禍により中止した。 

 

オ 各地区防災安全協会事務局 

岩沼市及び亘理郡内の危険物取扱事業所、防火管理者を有

する事業所並びに高圧ガスを取扱う事業所を会員とする組織

の事務を行っている。 

年間事業として、防火講習会、視察研修、救命講習会、防火

広報活動（防火キャラバン、航空機広報及びポスター配布）、

防災情報の提供等を行った。 

 

 

 

 

 

カ 各地区婦人防火クラブ事務局 

岩沼市婦人防火クラブ連絡協議会、亘理町婦人防火クラブ

連合会及び山元町婦人防火クラブ連合会の事務を行っている。 

各地区婦人防火クラブでは、各婦人防火クラブの健全な育

成、防火防災思想の普及を進め、安全で住みよい地域づくりを

目指し活動を行った。 

 

キ 幼年消防クラブの育成指導 

管内の幼年消防クラブ１５団体に対して、防火講話、防火映

画の上映、避難訓練等を行い、防火意識の高揚を図りクラブ員

の育成指導に努めた。 

 

（６） 消防団への訓練指導  

今年度は、コロナ禍により、大半の訓練が中止となり、山元町消防

団の幹部礼式訓練 1 回のみの訓練指導となった。 

区  分  
岩沼市消防団  亘理町消防団  山元町消防団  

回数  受講者数  回数  受講者数  回数  受講者数  

小型ポンプ操法  ０  ０  ０  ０  ０  ０  

自動車ポンプ操法  ０  ０  ０  ０  ０  ０  

初任団員訓練  中止  - 中止  - 中止  - 

礼式訓練（幹部）  ０  ０  ０  ０  1 ６０  

計  ０  ０  ０  ０  １  ６０  

 

 

区 分  
Ｒ３年度  Ｒ２年度  増  減  

事業所数  事業所数  事業所数  

防災安全協会  ３８９  ３９４  △５   

区 分  
Ｒ３年度  Ｒ２年度  増  減  

団体数  会員数  団体数  会員数  団体数  会員数  

地区防火クラブ ８１  １３，４０３  ８５  １４，２９７  △４  △８９４  
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項目及び 

決算額 

（単位：千円） 

事 業 の 執 行 状 況 

  

 

 

 

 

 

（７） 県移譲事務の状況 

「火薬類取締法」及び「液化石油ガスの保安の確保及び取引 

の適正化に関する法律」に係る権限移譲事務を次のとおり処理

した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（８） 消防施設等の整備 

ア 消防資機材等の整備 

災害や事故の多様化及び大規模化、住民ニーズの多様化及び

消防情勢の変化に対応できるよう、消防資機材等の整備を行っ

た。 

車両更新事業では、岩沼消防署に高度救命処置用資器材を積

載した高規格救急自動車、亘理消防署に指揮車及び連絡車を配

備し、消防力の充実強化を図った。 

 

（ア） 岩沼消防署高規格救急自動車 

主要諸元 

車両全長  ５，６８０ｍｍ  燃料  ガソリン 

車両全幅  １，８９０ｍｍ  総排気量  ２，６９０㏄ 

車両全高  ２，４９０ｍｍ  乗車定員  ７人  

車両総重量  ３，１９５ｋｇ  駆動方式  フルタイム四輪駆動  

地域仕様  寒冷地仕様  変速方式  Ａ／Ｔ  

 

（イ） 亘理消防署指揮車  

主要諸元  

車両全長  ４，９９０ｍｍ  燃料  ガソリン 

車両全幅  １，８８０ｍｍ  総排気量  ２，６９０㏄ 

車両全高  ２，２７０ｍｍ  乗車定員  １０人  

車両総重量  ２，７５０㎏ 駆動方式  フルタイム四輪駆動  

地域仕様  寒冷地仕様  変速方式  Ａ／Ｔ  

 

 

 

  （単位：件）  

区     分  Ｒ３年度  Ｒ２年度  増 減  

火薬類に係る事務  ６  ６  ０  

液化石油ガスに関する事務  ６  ５  １  

計  １２  １１  １  
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項目及び 

決算額 

（単位：千円） 

事 業 の 執 行 状 況 

  

 

 

 

 

 

（ウ） 亘理消防署連絡車  

主要諸元  

車両全長  ４，４００ｍｍ  燃料  ガソリン 

車両全幅  １，６９０ｍｍ  総排気量  １，４９０㏄ 

車両全高  １，４７０ｍｍ  乗車定員  ５人  

車両総重量  １，４４５㎏ 駆動方式  前輪二輪駆動  

地域仕様  寒冷地仕様  変速方式  Ａ／Ｔ  

 

（９）主な支出  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 （単位：円）  

岩沼消防署高規格救急自動車  ３５，２００，０００  

亘理消防署指揮車  ７，８９８，０００  

消防デジタル無線及び通信回線利用経費  ５，７６６，０８４  

消防指令システム・デジタル無線保守点検料  ５，１４８，０００  

消防職員用被服  ４，２３４，１８６  

亘理消防署連絡車  ２，３６３，７５９  

寝具賃借料  ２，０６８，６１６  

ビデオ喉頭鏡（５器）  １，６６３，２００  

サーマルカメラ（５台）  １，２６５，０００  

消防用ホース （  ２１本）  ８７５，０５０  

救急搬送情報共有システム負担金  ６０５，５５０  



 

 




